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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・老年看護学 
キーワード：認知症、一般病院・診療所、認知症看護プログラム 
 
１．研究計画の概要 

本研究は、一般病院・診療所において、
認知症高齢者が認知症以外の疾患・外傷
等の治療で入院した場合、安心して療養
できるための看護プログラムの作成と有
用性の検証を目的とし、段階的にすすめる。 
(1)第１段階：患者・看護師双方の調査によ

る一般病院・診療所での認知症看護の課
題の明確化 

(2)第２段階：一般病院看護師との協働によ
る認知症看護プログラムの作成 

(3)第３段階：認知症看護プログラムの適用
と事例研究による有用性の検証 

 
２．研究の進捗状況 
 平成 20 年度～21 年度は第１段階の、平成
22 年度は第２段階の研究をすすめた。 
(1)第１段階の成果： 

①患者側からみた看護の課題を明らかに
するために、認知症の人と家族の会Ｘ県支部
（家族会）の会員およびＸ県内の認知症対応
型共同生活介護事業所（グループホーム）を
対象に、一般病院・診療所での看護に対する
評価について郵送法による質問紙調査を実
施した。家族会調査の回答数は140名（52.0
％）、グループホーム調査では54施設（51.9
％）であった。両調査の結果、看護への期待
として、「認知症高齢者に対する尊厳あるか
かわり」、「家族の思いを受けとめたかかわり
」、「付き添いを必要としない看護の工夫」、「
看護・医療チームで一貫性のあるかかわり」
等があげられた。 
②看護師側からみた看護の課題を明らか

にするために、一般病院の病棟看護師を対象
に、看護の実際について郵送法による質問紙
調査を実施した。回答数は340名（62.5％）

であった。認知症看護の最重要課題として８
割以上の者が、ゆとりある看護に向けた「人
員確保」や「勤務体制の工夫」、「統一した看
護」をあげていた。 
(2)第２段階の成果：第１段階の調査結果を
再整理した上で、認知症看護認定看護師の資
格をもつ看護師２名、一般病院において認知
症高齢者の看護に関する研究実績がある看
護師１名とともに認知症看護プログラム（試
行版）を検討した。その結果、認知症看護プ
ログラム（試行版）の骨格として、a.入院初
期に BPSD を予測し予防的看護介入を実施す
るために、入院時アセスメントから初期看護
計画立案の方法を具体化すること、b.ゆとり
ある看護を行うにはマンパワーの確保の前
に統一した看護の実施が重要であるため、チ
ームケアに向けたタイムリーなカンファレ
ンスのあり方を具体化することを明らかに
した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
 （理由）第１段階の研究では、研究者等の
継続した地域貢献活動を基盤に、調査協力が
スムーズに得られた。第２段階の研究では、
認知症看護に高い専門性をもつ看護師の協
力を得ることができ、討議を深めることが可
能になった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は、第３段階の研究に入る。認知
症看護プログラム（試行版）の有用性を検証
するために一般病院の急性期病棟をフィー
ルドとした事例研究を行う。 

協力を依頼する病棟の看護管理者は、第２
段階研究での認知症看護プログラム（試行
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版）の検討に参加した看護師であり、本研究
の趣旨や結果を理解している。看護管理者と
の協力関係のもと、看護師スタッフとともに
看護を実施し、データを収集する研究体制を
整える。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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